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学術情報流通の変貌
?インターネットの出現
?電子ジャーナルの出現
?学術雑誌の発行主体の変化
学協会 → 商業出版社 → 大規模出版社
による寡占
4
電子ジャーナルの出版タイトル数の推移
出典：Ulrich’s periodicals directoryの各版
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出版社別の雑誌市場占有率
出典：Springer Library Advisory Board Asia, Bangkok, 16-19 March 2006
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オープンアクセスの背景
?シリアルズ・クライシス（Serials Crisis)
雑誌価格の高騰と図書館予算の減少
?学術研究の成果＝学術情報は，公共財
?学術情報の生産者＝学術情報の利用者
学術コミュニケーションの危機とその打開
47
オープンアクセスとは
?オープンアクセス(Open Access:OA)文献と
は，デジタルで，オンライン上にあり，無料，
著作権・使用権制限の多くを受けないもの
?オープンアクセスは，インターネットおよび著
者・著作権保有者の同意によって実現したも
の
出典：オープンアクセスの簡略紹介 by Peter Suber
http://www.openaccessjapan.com/archives/2005/02/post_2.html
8
オープンアクセスを提供する方法
?オープンアクセス・アーカイブあるいはリポジ
トリ （セルフ・アーカイビング：グリーンの道）
査読は行わず，蓄積保存した資料を世界中に
無料で利用可能にするもの
?オープンアクセス雑誌（ゴールドの道）
査読を行い，受理された論文を世界中に無料
で利用可能にするもの
出典：オープンアクセスの簡略紹介 by Peter Suber
http://www.openaccessjapan.com/archives/2005/02/post_2.html
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機関リポジトリ（Institutional Repository: 
IR）とは
?単独あるいは複数の大学コミュニティの知的
生産物を入手し，保存する電子的コレクション。
その情報内容が，機関で範囲限定され，学術
的であり，累積的かつ永続的であり，オープ
ンで相互運用可能なもの
出典：Crow, Raym. The Case for Institutional Repositories: A SPARC  
Position Paper. 2002.
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機関リポジトリの現状
? Registry of Open Access Repositories (ROAR)          
http://archives.eprints.org
91２リポジトリ（2007.7.2９現在）
?各国の設置状況
米国(215)，英国(10１)，ドイツ(7９)，ブラジル(53)，
カナダ(39)，フランス(3９)，日本(3７)，スウェーデン
(34)，オーストラリア(3２)，スペイン(29)，イタリア
(28)，インド(24)，オランダ(24)，ベルギー(13)，デン
マーク(10)…
611
Registry of Open Access Repositories 
(ROAR)
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機関リポジトリのコンテンツ
１２３４９７６１０５１３３その他
３２２８２１２１９データベース
１２２９３１４２４デモ
２６０４２３４６７７８複数機関研究
成果
５１８３０６７２８４学位論文
２８５６６６７０１０３ＥＪ
１９６１１８９４０８４７１研究成果
レコード数分析対象リポジトリ数種類
713
機関リポジトリで利用されているソフトウェア
３３１その他
２３ETD-db
２６OPUS (Open 
Publication System)
５６Bepress
２３０GNU Eprints
２４６DSpase
リポジトリ数ソフトウェア
14
日本の機関リポジトリの数
出典：http://www.openaccessjapan.com/archives/2006/01/post_87.html
６８合計
４研究所
１２私立大学
５２国立大学
リポジトリ数設置主体
815
日本の機関リポジトリの代表例
１８７４１Ｔｕｌｉｐｓ-Ｒ（筑波大学）
１５２０３ＫＯＡＲＡ（慶應義塾大学）
１９２９７ＨＵＳＣＡＰ（北海道大学）
１１７８８ＨｉＲ（広島大学）
１３０９２ＣＵＲＡＴＯＲ（千葉大学）
登録件数リポジトリ名
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北海道大学：HUSCAP
クリック
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メタデータ
クリック
18
メタデータ：詳細
クリック
10
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カバーシート
20
本文
11
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セルフ・アーカイビングを許可している雑誌
出典：http://romeo.eprints.org/stats.php
Current Journal Tally: 91% Green!
22
セルフ・アーカイビングを許可している出版
社
出典：http://romeo.eprints.org/stats.php
12
23
Googleでの検索
ヒット例
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オープンアクセス雑誌とは
?従来の購読料モデルではなく，著者支払モデ
ル，助成依存モデル等により，オンラインでの
公開を前提とした雑誌
出典：科学技術・学術審議会 学術分科会 わが国の学術情報発信に関
するこれまでの審議状況のまとめ 平成17年6月28日
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/05071
401/004.htm
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オープンアクセス雑誌の現状
?Directory of Open Access Journals：DOAJ
（Lund University)
http://www.doaj.org/
収録タイトル：2773タイトル
検索可能論文：141190論文（833タイトル）
(2007年７月29日現在）
26
Directory of Open Access Journals
14
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DOAJの記載例（PLoS Biology）
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オープンアクセス雑誌出版社
? PLoS（8タイトル出版）
http://www.plos.org/
2003：Biology
2004：Medicine
2005：Computational Biology，
Genetics，Pathogens
2006：Clinical Trials
One
2007：Neglected Tropical Diseases創刊予定
? BioMed Central (179タイトル出版）
http://www.biomedcentral.com/
? Hindawi (50タイトル出版）
http://www.hindawi.com/journals
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オープンアクセス雑誌出版社
BioMed Central
PLoS
Hindwai
30
PLoS Biology
16
31
PLoS Biology Vol.5(7)
クリック
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Editorial – HTML全文
17
33
Editorial – PDF全文
34
商業出版社の対応（ハイブリッド型）
$1,000 + ページチャージAcademy of Sciences (USA) 米国科学アカデミー
$750 + ページチャージPhysiological Genomicsアメリカ生理学会
$3,000AuthorChoiceアメリカ化学会
〜$2,500あるいは$3,500+カラー
チャージEXiS Open Choice英国王立協会
$5,000+ カラーチャージ-Cell Press
$3,000+ カラーチャージSponsored Article program エルゼビア
$2,500Online Openブラックウェル
$3,000Funded Accessワイリー
$2,220〜$3,145UnlockedBMJ Publishing group 
(+ カラーチャージをとるタイトル
もある)
$2,800
Oxford Openオックスフォード大学出版局
$3,100iOpenAccessテイラー&フランシス
(+ カラーチャージをとるタイトル
もある)
$2,700
Cambridge Open Option ケンブリッジ大学出版局
$3,000OpenChoiceシュプリンガー
米国ドル名称/対象タイトル名出版社
出典：慶應大学 三根慎二氏の調査による
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日本のオープンアクセス雑誌
?最新号の論文本文を無料提供している研究
論文掲載誌（紀要を除く「雑誌記事索引採録
誌」3973タイトルを対象として調査）
２８６タイトル
学会 ４３タイトル(15.0%)
研究機関 １６７タイトル（58.4%)
団体 ２０タイトル(   7.0%)
企業 ５６タイトル（19.6%)
出典：上田修一. 日本の雑誌の電子化状況：学術雑誌の位置付けと電子化の意味 平成17年5月
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日本のオープンアクセス雑誌
?ＮＩＩ-ＥＬＳ(CiNii)の無料一般公開タイトル
2,491タイトル
http://ci.nii.ac.jp/cinii/pages/journalList.html
?J-STAGEで無料提供されている雑誌
291タイトル
http://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja
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日本化学会の対応
?オープン・アクセスの対象は投稿論文に限定
?オープン・アクセス対象論文とするための投
稿料
■Bulletin of the Chemical Society of 
Japan １論文当り １０万円
■Chemistry Letters 1論文当り ５万円
?平成18年7月号から実施
?JーSTAGE上でオンラインジャーナルを公開
38
オープンアクセスについての日本の動向
?学術審議会
科学技術・学術審議会 学術分科会 我が国
の学術情報発信に関するこれまでの審議状
況のまとめ 2005年6月28日
?NII
CSI委託事業による大学での機関リポジトリ
の普及促進
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看護学の例
? NII-ELS(CiNii)
無料一般公開している看護関係紀要
45タイトル
http://ci.nii.ac.jp/journal/organ/all_jp.html
?筑波大学学内プロジェクト 機関リポジトリの横断検
索(32機関）
キーワード検索 看護 1195件
http://rfs.tulips.tsukuba.ac.jp/openlink/start.do
? メディカルオンライン（紀要論文の有料提供）
看護分野収録雑誌有料提供 20タイトル
http://www.meteo-intergate.com/
40
NII-ELS(CiNii)
21
41
機関リポジトリの横断検索（筑波大学）
42
メディカルオンライン
CiNiiで無料
提供
22
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情報源
?Open Access Japan
http://www.openaccessjapan.com/
?学術機関リポジトリ構築支援事業
http://www.nii.ac.jp/irp/
44
Open Access Japan
23
45
学術機関リポジトリ構築支援事業
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参考：オープンアクセスの増加
?機関リポジトリ
?OAIster
?DOAJ
?HighWire
24
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機関リポジトリ
48
OAIster（ミシガン大学）
収録レコード件数 収録リポジトリ数
25
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オープンアクセス雑誌
DOAJ収録タイトル数の推移：2005年2月～2007年6月
0
500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
20
05
年
2月
20
05
年
5月
20
05
年
8月
20
05
年
11
月
20
06
年
2月
20
06
年
5月
20
06
年
8月
20
06
年
11
月
20
07
年
2月
20
07
年
5月
タイトル
出典:Directory of Online Access Journals
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HighWire
Highwire無料論文件数の推移：2005年1月から2007年6月
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